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1 立場の対比比較
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I知識システム1

初めに知識有りき

データは次の非線形関数で表現される

h r2 
y = 

(x-xo)2 + r2 + ao 

り
各パラメ ータを推定しよう

＋
 

頃 0システム1

初めに事象有りき

データだけは沢山ある

a1x 

孔＞

ノンパラメトリックに

非線形関数を形成しよう

且
＞

できた、できた！！ できた、 たき

H
サ

で



乞 。 牛寺 1蚊 .l::ヒ車交

知識システム 無知システム

・知識／論理が骨格にあり、安定して ・偏ったデータにはきれいに偏る

処理ができる

・少量のデータがあればよい ・大量の学習データが必要

・知識／論理／モデルは陽に表現

・知識／モデルが得られなければ意味がない

・知識／モデルが間違いであれば意味がない

・知識／論理／モデルは陰に表現

・陽なる知識は不要

・陽なる知識は不要

3 . .:::::. ューラルネ、ントの特長

・強力な学習機能 (Hebbの学習則、 backpropagation等）

・非線形表現が容易

・パターン認識のように組み合わせが複雑で、知識獲得・表現が

困難なものに対しても容易

• ノイズが重畳してしている場合、平均的な値を出す。 AIでは

KEが判断する。（例：故障診断）

4- • .=:::. ューラルネ、ントの課 題

・モデリングの課題 知識を如何にモデルに反映させるか

無知システムだが応用問題の知識があるなしでは性能が違う

・動的特徴表現を如何に行なうか 音声認識では時間表現

• 高速学習

・性能向上・効率向上のため、 blackboxに光を 。更には知識獲得ヘ

5 ー 名を害!Jクナ托旦

wel 1 i 11 

wel 1 i 11 

well i 11 

従来のアルゴリズム エキスパート
フ，，ジィ理論 ニューラルネット

プログラ ミング システム

例 パタンマ ッチング IF 4kHz以上の ・rF高域のA゚ チ 生データで

)¥0ヮーが 30dB が大きく 学習につぐ学習

以上でかつ・・・ かつ・・・



6 . .::::.. ューラルネット応用事例

以下の応用は、実用に近いものから将来のものまで含まれている

［財務］ 信用評価、新製品分析と最適化、会社財務分析、顧客集団の特徽付け

［金融］ 市場調査、小切手読取り、物理的な安全性の補強、ローン評価、 顧客信用評価

［保険］

［信号処理］

［娯楽］

［自動車］

［輸送］

［通信］

［店舗拡張］

［医学］

［安全保証］

［ロボット］

［製造］

［半導体］

［航空宇宙］

保険方針の適用評価、支払傾向の分析、新製品分析と最適化

音醤・ 画像の処理（雑音除去、データ圧縮、特徽抽出、パターン認識）

市場分析と予測、特殊な効果、アニメーション、修復

組み立てジグ制御、品質保証修理の分析、自動走行

貨物引き替え票の分析、運送スケジューリングと定型化、航空運賃管理

音声・画像の帯域圧縮、自動案内サービス、自動翻訳電話、顧客支払処理

出店する地域選択

手術時の患者感覚の合成と状況予測、 EEG解析、外科手術用レーザー制御

在庫と商品取引の助言、技術的な市場・会社・商品の分析、顧客信用分析

視覚システム、アーム ・歩行制御、フィードバック型捕獲制御

低コスト視覚検査システム、非破壊検査、組み立て計画

LS I配線位置決定、 IC配置決定、プロセス制御、 ICチップ検査

航空電子の異常検出、飛行機 ・宇宙船の制御、自動運航性能の向上

上記のうち、実用化が始まりつつあるもの

• 銀行ローン申請の貸付信用審査 (AdaptiveDecision Systems Inc.) 

従来のエキスパートシステムと統計モデルによる現在運用中のシステムよりはるかに正

確で今年度中にある大手金融会社で実用化が計画されている。

• 航空機運航スケジュール (BehavioristicsInc.) 

予約時間によって異なる航空運貨のために割引運賃の座席と普通運賃の座席の配分を最

適化する。現在、数社の主要航空会社が導入検討中。

• 製品自動検査 (GlobalHoronetic) 

医薬品のびんの 1)良品 2)栓のシールが貼っていない、 3)ラベルが貼っていない 4)ラ

ベルが歪んでいる、の判定をほぼ 100%見分ける。現在数十社から引き合い中。

・英数文字認識（日本電気）

来年4月、 PC9801用ニューラルネットポードと共に、小会社の日本電気市場開発

から発売。ハード・ソフト込みで 140万円以下。認識率99.8 %。

・化学工業プラントにおける故障検出と診断 (J.C.Hoskins)



付録ニニューラルネット思区聾力酉gフアジィ推論

A 1 2値論理の制御

搬送ロポットの速度制御を次のよう に2値論理で表現してみる 。

2値論理の制御ルールの例

I F 曲がり 角度が20-40度で

積載量が50kg以上ならば、

THEN 移動速度=3-曲がり角度/20

積載屋が49. 9 9 9kgならばこの制御ルールは全く 適用できないのだろうか？

A2  ファジィ推論の場合

これを解決するのがフアジィ推論である。 先程の例の場合、以下のように表わされる。

I F 

THEN 

フアジィ制御ルールの例

曲がり角度が中位で

積載星が重いならば

移動速度を徐々に落とす

ルールの骨格となる 「論理」と、論理に絡まる曖昧さを扱う「メンバーシップ関数」とを分

離することがフアジィ推論の大きな特長である。

A3  フアジィ推論の課題

現状のメンバーシップ関数の決め方：三角形とか台形をメンパーシップ関数の原形と仮定し

て、うまくいかなければチューニングと称して経験 と勘に頼って手を加えている。

フアジィ推論では入出力の各変数が独立であることを前提しているので、各変数毎に個別に

メンバーシップ関数を設計する。しかし、 「IF 温度がやや高くかつ湿度が低いならば、 T

HEN パワーを少し落とす」とい うルールの場合には、温度と 湿度は完全独立とは言えず、

図4のような温度と湿度の2次元平面の上に帰属度の1軸を加えた3次元上の複雑なメンバー

シップ曲面を考える必要がある。さらに多くの変数次元の空間上でのメンバーシップ関数とな

るともう経験と勘では作成不可能である。

第 2の課題としてフア ジィ 推論には学習機能がない。従って、制御環境が変化した場合適応

的な制御ができない。

A3  ::: ューラルネッ トの導入

フアジィ推論の2つの課題点は、実はニューラルネットの得意とするところ。基本的な推論

はフ，，ジィ推論で行ない、経験と勘に頼るメンバーシップ関数の決定・適応修正は：：：ューラル

ネットで行うのが：：：ューラルネット駆動型フ ァジィ推論の考え方であ る。

A4  ::: ューラルネッ ト駆動型フ，，ジィ推論の定式化1> 2 > 

A5  システム構成”

A6  応用例

(a)大阪湾のCOD温度推定4)

(b) セラミ ック スの表面研削粗さ精度の推定5)
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